

















































正技術）。校正は基本 2 度行われます。1 度目の校正が終わった時、
新人の場合はびっしりと修正箇所が上がってくることが多く、その
時点で、どれだけ完成に自信があった受講者でも心が折れるそう
です。修正後、2 度目の校正を別のボランティアにしていただきます。
そこでのチェックが通って（あるいは修正して）図書館へ提出とな
ります。
　この一連の流れを繰り返し行い、気付いた時には受講してから
数年が経過しています。そして数十名いた受講者が、様々な理由
から退会されて半数以上減っていることもあります。日 、々地道な
下読みと下調べの積み重ねを行い、そうした作業を苦と思わない
勤勉な方が音訳ボランティアとして長く活動を続けておられます。
４．ベテラン音訳者のスキル
　20 年前まではカセットテープデッキを使用した録音が主流でし
た。カセットテープへの録音は、パソコン録音よりも修正の難易度
が高いとされています。そのため当時の音訳者は、出来るだけミス
無く読み続けることを意識していました。その意識は使用機器がパ
ソコンに移行してからも変わりませんでした。長時間、1 回も誤読
無く読み続けられる方というのは本当に希少な存在です。なので、
ベテランボランティアの方の録音スキルにはいつも頭が下がります。
どれほど下読みに時間をかけておられるのか、そして、長い活動
年月の中で培われた熟練の技術に、職員と音訳ボランティアの後
輩メンバーはいつも感動しています。
５．音訳ボランティアの未来
　ここ10 年は共働き世帯が多くなったことから、受講者の募集を
しても申込者数が少なく、音訳ボランティアの高齢化が課題とされ
ていました。ですが最近ではコロナ禍の影響もあって、飛沫感染
の恐れから、音訳ボランティアの養成講座の開講自体が危ぶまれ
ています。そう遠くない未来、点字図書館もリモート化が進み、遠
隔指導が一般的になるのかもしれないと考える機会が増えました。
　「読書バリアフリー法」など、録音図書製作に関する法律が整
備される中で、音訳ボランティアの高齢化、現状が無償であること
の課題は改善すべきテーマだと言えます。80 歳を過ぎても、変わ
らず図書館に通ってくださるボランティアの皆さんの背中をいつも
見送りながら、より良い環境を整えるべく日々邁進していきたいで
す。
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